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ABSTRACT
［Objectives］This study aimed to clarify the competency in nursing students required for clinical 
practice. 
［Methods］The self-administered questionnaire survey was conducted with nursing students. Mean 
value of 54 items were calculated and multiple comparision were performed in 4 categories ; Basic 
skills as nursing students, Basic social competency, Communication skills and Stress coping skills.
［Results］Of 381 questionnaires were distributed, 345 were collected （90.8%）. The mean value of 
Basic skill as nursing students was 3.69±.90, Basic social competency for 3.66±.90, Communication 
skills for 3.70±.88, Stress coping skills for 3.38±1.04. Significant differences were identified 
between Basic skills as nursing students and Stress coping skills（p＜.05）. The level of Stress 
coping skills was lower than other 3 factors therefore education is required to improve Stress coping 
skills.
KEYWORDS :  Competency, Nursing students, Basic skills as nursing students, Basic social competency, 
Communication skills, Stress coping skills.
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1 講義・演習・実習で学んだことを対象者との関わりに活かすことができる 3.61 0.91
2 病棟や対象者の情報を 1日の行動計画の立案に活かすことができる 3.39 0.98
₃ 対象者の問題解決方法を見出すために些細な情報にも注意を払うことができる 3.39 0.89
₄ 対象者の苦痛を和らげるために援助方法を工夫することができる 3.54 0.92
₅ 対象者の都合に合わせ，援助を開始できるよう状況を観察できる 3.59 0.93
₆ 他の学生への助言であっても自分のこととして耳を傾けることができる 3.91 0.82
₇ 手際よく落ち着いて技術を提供する看護師や教員を手本にすることができる  3.62 0.99
₈ 優れた援助を提供する学生の技術を自分の中に取り入れることができる  3.55 0.89
₉ 援助の最中でも看護師・教員の指摘には学修者として真剣に耳を傾けることができる 3.96 0.91
10 いつでも援助できるよう看護師・教員の技術を注意深く観察できる 3.73 0.88
11 自分ではどうすることもできない問題の解決方法を誰かに相談することができる 3.77 0.96
12 援助提供中に生じた解決困難な問題に対し，傍にいる看護師や教員に支援を求めることができる 3.78 0.91
13 対象者と良い関係を築けるよう配慮できる 3.88 0.88
14 他学生の学修活動や看護師の仕事を妨げないように周囲の状況に注意を払うことができる 3.81 0.84




1 情報の活用方法として情報リテラシーを身につけることができる 3.50 0.90 
2 情報社会に必要な情報モラルを身につけることができる 3.61 0.88 
₃ 与えられた課題について疑問がある時は，質問して理解しようとすることができる 3.44 0.95 
₄ 自分の課題について計画を立てて実行することができる 3.53 0.90 
₅ 看護専門職を目指していることの自覚を持つことができる 3.76 0.90 
₆ 周囲の人を動かして，目標を達成するリーダーシップを持って働きかけることができる 3.07 1.03 
₇ 対象者に，協力することの必然性（意義，理由，内容など）を伝えることができる 3.44 0.92 
₈ 自分にできること，他人にできることを的確に判断して行動することができる 3.48 0.89 
₉ 上手くいかないことはその原因や方法について調べて判断することができる 3.50 0.85 
10 現状を正しく認識するための情報収集や分析ができる 3.49 0.88 
11 身だしなみ，第一印象，大学生らしさについて考えることができる  4.07 0.90 
12 社会人としてふさわしい挨拶と礼儀とマナーを身につけることができる 3.98 0.89 
13 社会人として信頼関係をつくるための表情，姿勢，態度，話し方の大切さを理解することができる 4.05 0.82 
14 社会人として身につけておきたい敬語や言葉づかいを理解することができる 3.96 0.87 






1 対象者の話を相槌を打ちながら聞くことができる 4.36 0.78 
2 対象者の意見や立場に共感して聞くことができる 4.19 0.78 
₃ 対象者の考えを聞き読み取ることができる 3.80 0.88 
₄ 対立する意見があるときはいつも両方の言い分を聞くことができる 3.79 0.90 
₅ 自らの考えを言葉でうまく話すことができる 3.29 0.99 
₆ 対象者の意見や立場を尊重して話すことができる 3.83 0.82 
₇ 対象者の反応に気を配りながら話すことができる 3.92 0.81 
₈ 対象者に納得してもらうよう話すことができる 3.54 0.90 
₉ 自らの主張を論理的に筋道を立てて説明することができる 3.22 0.95 




1 現在の状況を変えるよう努力する 3.62 0.88 
2 先のことをあまり考えないようにする 2.88 1.17 
₃ 自分で自分を励ます 3.38 1.08 
₄ なるようになれと思う 3.47 1.14 
₅ 物事の明るい面を見ようとする 3.52 1.06 
₆ 時の過ぎるのにまかせる 3.32 1.14 
₇ 人に問題解決に協力してくれるよう頼む 3.24 1.03 
₈ たいした問題ではないと考える 2.96 1.17 
₉ 問題の原因を見つけようとする 3.57 0.95 
10 何らかの対応ができるようなるのを待つ 3.29 0.99 
11 自分のおかれた状況を人に聞いてもらう 3.50 0.99 
12 情報を集める 3.49 0.94 
13 こんな事もあると思ってあきらめる 3.17 1.12 
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【目的】本研究は，看護学実習に求められる 1年次生から ₄年次生の看護学生のコンピテンシー形成に関す
る要因を明らかにすることである。
【方法】対象者は，A大学の看護学生380人で，自記式質問紙調査を実施した。調査内容は，「看護学生とし
ての基礎力」「社会人基礎力」「コミュニケーション力」「ストレスコーピング力」の ₄カテゴリー 54項目で，
各項目の平均値を比較した。
【結果】回収率は，90.8％（345/380）であった。 ₄カテゴリーの平均値は，「看護学生としての基礎力」3.69
±.90，「社会人基礎力」3.66±.90，「コミュニケーション力」3.70±.88，「ストレスコーピング力」3.38±1.04
で，F値3.717，p＝.017で有意差が認められた。
【結論】看護学生のコンピテンシー形成要因は「看護学生としての基礎力」「コミュニケーション力」「社会
人基礎力」であり， ₃要因は「ストレスコーピング力」より高く，「ストレスコーピング力」は，支援体制
を要すると考える。
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